
卒園してもうすぐ１年ですね。

ちょっぴり背が伸びたり、友達と遊んでいる姿を時々見かけ、「あー元気でいてくれて

嬉しいな」と感じます。勉強も少しずつ増えてきて「大変だな」という声も聞こえた

りします。皆も自分のために頑張っているのだなと思います。この頑張りは今は気づ

かないかもしれないけど、もう少し大きくなってからかな、「あー頑張ってよかったな」

と思う時が来るかと思います。少し離れた所から応援していますね！

平成２９年度きみどり組担任 平松 千尋

卒業シーズンのこの頃、私は去年の卒園生、皆のことを思い出して懐かしくなっています。

今年度のきみどりさんが行事を迎えるたびに、去年のこと一つ一つ思い出し、ツリーハウス

楽しかったなあー、カエルいたなあー、急に雨降ったなあー、また行きたいって皆言ってく

れたなあーってお泊まり保育のこと。藤子・Ｆ・不二雄ミュージアム、雨だけれどさすが年

長さん、行かれて良かったなあーってお別れ遠足のこと。お世話係もよくやってくれたなあ

ー。運動会もクリスマス会も練習から頑張っていたなあー、卒園式は良い声で歌い、立派だ

ったなあーと、皆と過ごした時間、私の大切な思い出になっています。

学童保育で見かけるお友だち、時々送迎で一緒に来てくれるお友だち。運動会、みどりの

祭り、卒園生のイベントに来てくれた皆。会う度に成長を感じて本当に嬉しくなります。こ

れからももっともっと大きくなるんだろうなあと考えると楽しみです。また、遊びに来て元

気な姿見せてくださいね、会えるのを楽しみにしています。

平成２９年度きみどり組担任 孕石 邦子

社会福祉法人緑野会

みどりの保育園 「みどりの編集委員会」
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卒園生のみなさんへ

卒園生のみなさん、お元気ですか？

今年のニュースは何と言っても、聖ヶ丘学童クラブの受託運営を開始です。連光寺・聖ヶ丘地

区で、乳幼児～小学生までの子育てに関わる法人として地域の中でしっかりと運営していきた

いと思っています。施設長は小林勉さんです。勉さんの担任だった卒園生はぜひ、ひじり館の

下の聖ヶ丘学童クラブへ顔を出してあげてくださいね！

そして、もうひとつの大きなお知らせは、今年度（第 45 回卒園式）で卒園生の数が 1,000 人を

越えることです。

みどりのの保育に係わってきた先輩方が、45 年間、みどりの保育を今の私達職員に繋げてくだ

さったからこそ、今のみどりのがあるのだなと、改めて感じています。

みどりのを巣立ったみなさんが、小学生、中学生になり、職場体験や、ボランティアできてく

れることもあります。保育の道に進みたいと相談にきたり、実習にきてくれることもあります。

学校を卒業した、就職したなど報告にきてくれることもあります。もちろん、遊びにきてくれ

る卒園生も大歓迎です。地域のなかで、社会の中でそれぞれが悩みながらも、人生を歩んでい

る姿を見るのは、保育に携わるものとしてうれしいことであり、これからの糧にもなるもので

す。

これからも、みどりの保育園の応援をよろしくお願いします。

園 長 山 口 明 日 子

卒業生の皆さんこんにちは。今年はスギ花粉の飛散量が多く、目のかゆみやくしゃみに悩ま

されている人も多いのではないでしょうか。（もちろん私もその１人です）

さて、新園舎が出来て早８年が過ぎようとしています。本当にあっという間でした。職員の

間でその話題が出ると、その後に出る話題が仮園舎での出来事です。園庭はお湯が出なかった

ので夏は真水でプールに入ったこと、床暖房がなかったので冬は段ボールを敷いて寒さをしの

いだこと、厨房からお湯をもらって足洗いしたこと、卒園式では部屋が狭くて、職員はふすま

を外して押し入れに参列したこと。他にも本当に色々ありました。大きな地震や計画停電も経

験しました。新園舎での生活は快適ですが、この地域にもいつ大きな地震が来るか分かりませ

ん。保育園では毎年３月に炊き出し訓練を様々な想定のもと、行っています。皆さんのお家で

の備えは万全ですか？３月は防災について考えるいい機会だと思いますので今一度防災用品

の点検をしたり、家族で話し合ってみて下さいね。

主 任 保 育 士 池 川 恵 美 子



息子が先生方や多くのお友達と過ごしたこの４年間、保育参加・運動会・みどりの祭り、

そしてクリスマス会と色々な行事に参加させていただき、楽しく成長を見守る事が出来ま

した。

私がみどりの保育園を卒園した時の事を懐かしく思い出します。当時の園舎は、平屋で

学校の教室のようにクラスごとの部屋になっており、現在のオープンな間取りではありま

せんでした。もちろん先生や園児も全員変わっていますが、保育園の方針や先生方の子ど

も達への接し方は今も昔も変わらないと感じました。直近の、そして保育園生活で最後の

行事という事もありますが一番印象に残っているのはクリスマス会です。キリストの降誕

劇は私も４１年前に行いました。多くの仲間たちと一つの目標に向かって協力し、自分の

心を抑制する。集団活動でしか得る事の出来ない大きな成長を実感出来た瞬間かと思いま

す。保育園での生活は、これから就学して様々な事を学び、一人前の人間に成長していく

為の根底にある基礎部分です。

一番難しい時期を見守ってくださった先生方、職員の方々、一緒に生活してきたお友達、

そしてみどりの保育園に関わる全ての方々に感謝の気持ちでいっぱいです。この４年間、

本当にありがとうございました。今回卒園していく子ども達の成長、そして今後のみどり

の保育園の更なるご発展を願っております。

昭和 52 年度 第 4 回 卒園生 五島 宏隆



卒 園 生 イベント

2018 年 11 月 18 日 日曜日に恒例の卒園生のイベントを行いました。

1 年生、2 年生、そして 6 年生を招いての豚汁パーティです。

1 年生：19 名 2 年生：20 名 6 年生：19 名

今年度はどの学年も参加人数が多く、とても大盛況でした。

毎年６年生は調理を担当していますが、今年の調理はみんな遠慮気味でした。というより、男

子はできれば包丁は持ちたくない！様子でしたが、仕方なくエプロンを装着し、いざ調理とい

うころ、薪割りをお願いする誘いが入り、全員が薪割りに向かおうとするのでした。「やった

ー」と言っていた子もいたとかいないとか。そこで「調理をしてくれる人、いませんか？」と

声を掛けると、積極的ではないものの、「どれを切ればいいですか？」と言ってくれる女子。

さすがです。在園中もクラスはそうでしたね。困っていたら助けてあげよう！やるときはやる

子たちです。男子の中にも調理を担当してくれた子が、1 名だけいました。その後、薪割りも

終わり、おにぎりを 6 年全員で握りました。出来上がったおにぎりを見て爆笑。その理由は、、

１年生用に「もう少し小さくしてほしいです」というほど 1 つが大きかったことです。アツ

アツのご飯を「熱い」と言いながらも、次々と握ってくれたおかげで、たくさんのおにぎりが

あっという間に出来上がりました。

６年生のみなさんは、参加していかがでしたか？体も大きく顔も変わり、敬語を話す。でも、

内面は変わらずやんちゃさや言い合いがありました。砂場のスコップを壊した人はいません

か？来年度は、中学生です制服姿を楽しみにしています。

１・２年生の皆さんはいかがでしたか？「懐かしい」と口ぐちに言いますが、まだ卒園から

１～２年のみなさん。でもこの小学生の１～２年の生活は大きいのかもしれませんね。２年生

の皆さんは、また６年生で会えるのを楽しみにしています。１年生の皆さんは来年も待ってい

ます！

髙田 依里子

参加者：

山口園長 池川 孕石 高田 大川原 小黒(厨房)

手伝いに来てくれた人

山浦 石橋 菊池 日出山 飯塚



連光寺学童クラブ便り

みなさん、こんにちは。連光寺学童クラブも多摩市から運営を受託してから来年度で５年目を迎えま

す。今年度は、聖ヶ丘学童クラブの運営受託もあり、職員体制にも変更がありました。受託初年度から

支援員として勤務していました三好尚子が聖ヶ丘学童クラブへ異動となり、新たにみどりの保育園から

保育士の阿部美咲が連光寺学童クラブへ異動してきました。新しい風が連光寺学童クラブにも入り、育

成の幅が広がった事で子どもたちもさらに元気に、美味しいおやつもたくさん食べ、やりたい事を見つ

けながら毎日充実した日々を送っています。

さて、すでにご存知の方も多いかとおもいますが、来年度から連光寺学童クラブは３０年以上共に歩

んできた連光寺児童館を離れ、連光寺小学校の校庭にできる施設へ移ります。長年お世話になり、たく

さんの思い出が詰まった施設を離れる事に寂しさもあります。現在の施設での生活も残り僅かですが、

感謝の気持ちを持ちつつ、楽しい思い出と共に新しい施設へ移りたいと思います。

・現在の施設概要と移設後の施設概要

現在は新しい施設での生活に期待を膨らませながら、連光寺児童館職員の皆様、連光寺小学校職員の

皆様、多摩市児童青少年課職員の皆様のご協力のもと、子どもたち、保護者の皆様と一緒に準備を進め

ているところです。

卒クラブ生と保護者の皆様、卒園児と保護者の皆様、法人職員 OB、OG の皆様。ぜひ『連光寺小学童

クラブ』へ遊びに来てください。子どもたち、職員一同、心よりお待ちしております。

現在

連光寺学童クラブ

69 名

連光寺児童館内

移設後

連光寺小学童クラブ

90 名

連光寺小学校 校庭

名称

定員数

場所

名称

定員数

場所



平成 18 年 4 月より運営の委託が始まりました。

法人から法人への移行という事で、多摩市でも初めてのケースでした。

準備の間に何をすればいいのかという事もよくわからず、色々な方に教えてもらい支えられて何と

かスタートに漕ぎつけたものの、パートさんが集まらず、まさにバタバタのスタートでした。

前法人の育成を踏襲しつつ、みどりののやり方を散りばめていき、とにかく子どもたちがたくさん

遊べるように工夫しました。

春は庭の桜の下でお弁当、夏はプールと流しそうめん、秋にはお店屋さんごっこで文化祭のような

ノリ、冬はお相撲大会と季節ごとに行事をしました。

行事以外にも紙ひこうき大会や、”ひじりンピック”としてミニ運動会をやったり、子どもたちが楽

しめるように考えてきました。

平常の育成では、3 年生を中心にドッジボールやサッカー、大縄、そして砂場に水を流しての大掛

かりな泥んこ遊び、室内では、子どもたちが好きに使えるように色画用紙や空き箱などを用意し工

作を楽しんだり、好きな漫画を黙々と読みふけっていました。

どれも、子どもたちが自分で遊びを選び、やりたい事が出来るように、工夫したことで居心地のい

い場所になってくれたと思います。

職員の皆が 120 パーセントの力を発揮してくれたおかげで、2 年目を迎える事が出来ます。

さらに工夫を続け、子どもにとっても、保護者にとっても、そして職員にとっても居心地のいい場

所となる事を目指していきたいと思います。

聖ヶ丘学童クラブ 施設長 小林 勉



土田 和歌子さん 応援しています。

昨年よりパラトライアスロンに転向し、

などの大会で優勝するなどの活躍されているようです。

今年度に起きました、特に

大阪北部地震、北海道胆振東部地震で被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。

今年度版『みどりの』はいかがでしたか？？

昨年度より観覧する為のパスワードをなくしたことにより職員紹介,卒園生イベントなどの写真

個人が特定できる内容はなくさせていただきました。

4 月よりみどりの保育園に新人職員が 1 人入ります。

『みどりの』を読んでのご意見、ご感想、『こんな内容を入れてほしい。』 『このレシピ知り

たい。』など載せてほしい内容を募集しています。

なにかありましたら、保育園にメールや直接お伝えください。

又次号でお会いしましょう♪

みどりの 23 号編集委員 高田 須川 山本 小黒


